
2024年度 けやの森学園・けやの森保育園 自己評価 

【記入方法】  

1. 理念 

 
1.独自の教育理念・教育方

針・保育目標が明確に掲げら

れているか。 

 

2.園の理念を共有し、職員は

その理念に基づいて各業務

にあたっているか。 

 

 

 

2. 保育内容 

 
3.理念や方針、目標に照らし

て独自の保育内容が考えら

れているか。 

 

 

4.その年々の子どもの様子や

傾向、社会情勢等を考慮して

保育内容や行事が設定、工

夫されているか。 

 

 
5.子どもの様子や興味、関心

に即した活動を用意し、その

意欲を高めているか。また、

連続性をもって保育が組み

立てられているか。 

 

 

6.同年齢集団、異年齢集団

の良さを活かし、成長や課題

に応じた保育形態がとられて

いるか。 

 

 

7.子どもと保育者、両者の思

いが反映された生活、保育展

開になっているか。 

 

 

 

 

 8.現状を加味した企画により、

実践したプログラムが子どもの

利益に繋がったか。 

 

 

 

 

 

 

9.時に子どもも含めて皆で討

議し、企画しているか。 

園長や担当保育士の独断で

偏った内容になってはいない

か。 

 

 

10.園や職員の振り返りや反

省、保護者や外部の評価、ご

意見を保育内容や次の活動

に反映させているか。また、公

表する機会を設けているか。 
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職員より 

理念の浸透に努力している

が、全職員が理解していると

は言い切れない。調理や事務

にも理念や保育の意味を知っ

てもらう機会をつくる。 



3. 運営・組織・職員 

 
11.子ども、保護者、職員の人

権が尊重されているか。 

 

 

 

 

 

 12.何かを決断する時、子ども

を主体に、子どもの利益を優

先しているか。 

 

 

13.能率的、合理的な運営組

織になっているか。 

 

 14.職員は自身の社会的役

割を理解し、教育者や子ども

に関わる社会人としての品格

をもって誠実に職務にあたっ

ているか。 

 

 

 
 

15.事業全体の動きや現状を

周知し、課題を出し合って、

全職員で共通理解を図る機

会を設けているか。 

 

 

16.子ども一人ひとりの成長段

階や必要な情報を共有し、職

員が協力する保育体制がで

きているか。 

 

 

 

 

 

17.会議や打ち合わせの回

数、時間、内容は適切か。 

 

 

 

 

 

18.園児、保護者、職員の個

人情報の管理は適切か。 

 

 

19.現実の状態を受け入れな

がら、目的に向かってアイデ

アを出すことができたか。 

 

 

20.それぞれの役割をもって、

職員自身が楽しく働いている

か。 
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来年度は新職員も増える

ので今より多く丁寧に進め

ます。やり取りも増やしま

す。 

職員より 

・今よりもっと充実した全体

会の在り方を考えていきま

す。 

・部署間の連携が不足し

ていることもある。 

職員より 

報連相をより密にしていき

たい。 



4. 研修・教材研究 

 
21.独自の教育方針を体現す

るための園内研修を行ってい

るか。 

 

 

 

 

 

 22.教材研究、事前準備を整

えてから子どもたちにおろして

いるか。 

 

 
23.理科的・科学的分野や造

形、音楽、身体表現等の特

化した専門性が必要な領域

は専門家を招いて本物に触

れる機会を設けているか。ま

た、その指導を日常や行事に

活かせるようにし、保育者が

視野を広げ楽しく保育ができ

る循環になっているか。 

 24.経験や立場によって必要

な外部研修を受け、研鑽に

努めているか。 

 

 

 

 

  

25.虐待の防止に努め、不適

切な保育と疑われる事案が

起きた場合には職員で検証

し、改善策を話し合っている

か。また、職員同士互いに声

を掛けやすい環境になってい

るか。 

 

 

 

  

 

5.保護者との連携 

 
26.保育者は子ども一人ひと

りの現状や思いを正確に理

解しようと努め、望む成長や

期待、課題等を子どもと保護

者とも共有して相互理解を

図っているか。 

 

 

 

 27.園の方針や決定に対して

保護者が質疑、意見する機

会が設けられているか。 

 

 
28.常に子どもを中心に据え

て、問題や困難に対しても、

意見を交換し、協力して解決

する関係を築けているか。 

 

 

 

 

 

29.日々の子どもの姿や活動

の様子をお便りや映像、懇談

会や参観、送迎時の会話等

で伝え、家庭と情報交換を

行っているか。 
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職員より 

父母会主導のリーダー会

をもっと活用していきたい。 



30.参加型の参観や行事など

を通して園の保育への理解を

深めて頂けるよう工夫してい

るか。 

 

 

 

 

 

 

 31.必要に応じて児童相談所

や地域療育センター等を仲

介して子育て支援や発達支

援を行っているか。 

 

 

 

6.開かれた保育園づくり 

 
32.自園の教育環境を有効に

活用し、他園や地域社会と交

流しているか。(園庭開放・公

開保育・他園との交流・もみじ

まつり) 

 

 

 

 

 33.未就園児やその保護者、

在園児保護者が楽しく集える

場所を提供しているか。 

 

34.地域の方に園を知って頂

き、子どもたちが安心して過ご

せる社会づくりに貢献している

か。 

 

 

 

35.地域の行事に参加し、近

隣住民と交流を図りながら地

域の文化や生活に触れてい

るか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.小学校の見学や参観等を

通じて幼保小連携が図れて

いるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 37.園の教育活動の様子や園

児の姿など、情報を SNS等を

活用し、積極的に発信してい

るか。 

 

 

 

 

 

38.園児の姿や保護者の意見

を使用する(情報公開)承諾

は得ているか。 
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職員より 

朝の境内の体操の時も 

子どもに声をかけてくださっ

て温かく見守ってくれてい

るのを感じます。 

職員より 

・連携は大いに図れている

が見学、参観となるとその 

機会がないように感じる。 

・学校給食体験や学校探

検を実施してみたい。 



7.保険・衛生・安全 

 
39.四季に応じた自然な環境

整備を行っているか。 

 

 

 

 

 

 

 
 

40.子どもたちが気持ちよく過

ごせるよう、衛生的な環境を

保っているか。 

 

 

41.施設設備、遊具等は定期

的に点検し事故防止に努め

ているか。 

 

 

 

 

 

 42.避難訓練は様々な想定で

行い、その都度それぞれの職

員の役割と必要事項を確認

し、子どもたちともいざというと

きにどうすればよいかを話し合

っているか。 

 

 

43. 危険を全て取り除くので

はなく、子どもの心身の健全

な育ちを保障するため、子ど

もたちと安全に遊ぶ方法を考

えて過ごしているか。また、安

全管理に対する園の方針を

説明し、保護者の理解を得て

いるか。 
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